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流通とＳＣ・私の視点 

2013年６月29日 
2015年11月 20日 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 248）!! 

― ライフスタイルセンターの多様化 ― 
 
アメリカでは多核モール型ＲＳＣの定番化(必要だけど当たり前化して成長ベクトルにはならないノウハ

ウ)してＳＣは新たなマーケットのニーズに基づき多様化しています(マダガスカルの猿の多様化への進化の

理論)。そのＳＣの多様化の中で現在一番積極的に開発・リニューアル化されているのが「ライフスタイルセ

ンター化」です。多核モール型ＲＳＣは20世紀の最強業態と呼ばれていますが、私は「ライフスタイルセン

ターは21世紀の最適なる業態」と呼んでいます。 

現在、2012年のＳＣ統計ではライフスタイルセンターは412ＳＣで、人口76万人に１ヶ所成立しています

(ＲＳＣの支持人口は20万人)。広義のライフスタイルセンターは、大きく３つのタイプに分類されます(六

車流：流通・マーケティング理論)。 

 タイプ 内    容 最適なる事例 

第１の 
タイプ 

交流の場づくり志向ライフ
スタイルセンター(狭義の
ライフスタイルセンター) 

地域コミュニティのコミュニケーション(交流)の
場づくりであり、昔の商店街の良さを持った中
商圏のライフスタイルセンター 

・ユニバーシティヴィレッジ 
・カラバサスパーク 
・ディストリクト 

第２の 
タイプ 

タウンセンター志向のライ
フスタイルセンター 

多目的な複合商業施設であり、まちづくり・スト
リートづくりの広域型のライフスタイルセンター 

・ヴィクトリアガーデンズ 
・サウスレイクタウンスクエア 

第３の 
タイプ 

レジャー志向のライフスタ
イルセンター 

遊びであるレジャー性やサイトシーイングニー
ズに対応した“遊び”をテーマとする超広域型
のライフスタイルセンター 

・ザ・グローブ・アット・ファー
マーズマーケット 

・ジ・アメリカーナ・アット・ブランド
・ザ ヴィレッジアットトパンガ

これらの３つのライフスタイルセンターは 
①いずれも「オープンエアモール」である 
②いずれも「プレイスメイキングの“第３の場づくり”」である 
③いずれも「モノではない要素による吸引性を持つ施設」である 

の要素を持っており、商業(ＳＣ)を中心としつつ 
①レジャー施設やエンターテインメント施設との一体化 
②住宅やホテルやオフィスと一体化 
③自然や景観と一体化 

しています。このライフスタイルセンターが対象とするマーケットは次の通りです。 
①交流の場づくり志向のライフスタイルセンター(狭義のライフスタイルセンター)は中商圏(ＮＳＣの小
商圏より大きい過去のＣＳＣの商圏)内の「住民」＋α「立地特性による必然的に吸引できるニーズ」 

②タウンセンター志向のライフスタイルセンターは大商圏(ほぼＲＳＣ並みあるいはそれ以上の商圏)内の
「住民」「中心街機能による集客」＋α「立地特性による必然的に吸引できるニーズ」 

③レジャー志向のライフスタイルセンターは超大志向(ＲＳＣよりはるかに大きい商圏でＲＳＣのエンターテイン
メント機能には飽き足らない遊びニーズ)の「レジャリー志向の出向動機のニーズ」「観光目的のニーズ」 

このようにライフスタイルセンターは 21 世紀志向のニューモダン消費に対応したニーズに対応したＳＣ
ですが、今、定番化した多核モール型ＲＳＣの21世紀型ＳＣへの対応戦略として注目されています。 
すなわち、既存の多核モール型ＲＳＣに新たに外部ゾーンに「ライフスタイルセンター機能」を付加して、

「70％は多核モール型ＲＳＣ」、「30％はライフスタイルセンター」とするハイブリッドモール型ＳＣです。
典型的なハイブリッドモール型ＲＳＣは次の通りです。 

 ＳＣ名 場 所 内  容 

第４の 
タイプ 

ハイブリッド志向
のライフスタイル
センター 

アルダーウッド
モール 

シアトル 
都市圏 

多核モール型ＲＳＣに核店を移動させ、ライフスタイルセ
ンターとエンターテインメントセンターを外部にオープン
エアモールとして増床リニューアル 

パークメドーズ 
デンバー
都市圏 

多核モール型ＲＳＣに核店の１つを退店させ外部モー
ル化し、ライフスタイルセンターを付加 

今、ライフスタイルセンターの進化版が続々と開発されており、まさにライフスタイルセンターは21世紀

の最適なる業態となりつつあります。 

(株)ダイナミックマーケティング社
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